
事 項｜ 被覆肥料を用いた水稲育苗箱全量施肥栽培法（追加）

平成11年度に100日タイプの育苗箱全量施肥栽培法が、県内全域を対象として指導参考資

料に採用された。その後、県南地域を中心に育百箱全量施肥栽培は普及したが、気象環境

ね ら し＼Iが厳しい地域では、初期生育や収量が劣るなどの欠点が指摘されていた。
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そこす、60日夕イフ。の育苗箱全量施肥栽培法について検討したところ、実用性が確認さ

れたので参考に供する。

1 肥料は育苗箱全量施肥栽培専用肥料（苗箱まかせ）を利用し、育苗用肥料は窒素・りん

酸・カリを慣行の半量とする。

銘柄 含有率（N-P205-K20)

I 60日タイプ（NK301-60)
I 30 -0 - 10 
1100日タイプ（NK301-100)

苗箱まかせ l
I 60日タイプ（N40060) 
I 40 -0 -0 
I 100日タイプ（N400100) 

2 施肥窒素総量は地帯別施肥基準より 25～30%程度減ずると、慣行栽培並の収量が得ら

れる。

3 本田におけるりん酸及びカリは土壌改良目標値に達するように施用する。

4 気象条件が厳しく、 100日タイプによる栽培で生育・収量が慣行に比べて劣る地域で

は、 60日タイプを使用する。

5 60日タイプの生育の特徴（慣行対比）

(1）苗の生育は概ね同等である。

(2）本田での草丈・稗長は同等で、茎数・穂数はやや少ない。

(3）施肥量が多いほど下位節聞が伸びる傾向がある。

(4）出穂期及び成熟期は概ね同等である。

(5) rrf当たり籾数は並～やや少ないが、登熟歩合が並～やや優り、収量は概ね同等であ

る。

(6）地上部乾物重は並～やや軽く、稲体窒素含有率は並～やや高め、窒素吸収量は概ね

同等に推移する。

期待3れる効果 ｜ 育苗箱全量施肥栽培の安定生産に寄与する。

1 床土と被覆肥料の混和は、肥料の被膜を傷っけないように注意深く行う。また、播種

機を用いて層状に施肥する場合も、ホッパーによる被膜の損傷に対して十分注意する。

2 ほ場に必要量の肥料分が入るように、使用箱数を確認しながら田植えを行う。

3 本栽培法の苗を補植すると、補植箇所の施肥量が2倍以上になるので、補植は慣行の中

棚上の注意事項｜ 百を用いて行う。

4 下位節聞が伸び、倒伏の恐れがあるので、「勺がるロマン」での使用を避ける。

5 床土にカルタップ剤（パダン剤）を混合すると、薬害を生じる恐れがあるので使用しな
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【根拠となった主要な試験結果】

表1移植時の苗の生育

区分 ｜ 減肥割合
丈

叫

草

い

葉齢

（葉）

乾物重
(g/100本）

（平成17年、農林総研藤坂）

窒素含有率 ｜ 窒素吸収量

C%) I Cmg/100本）
苗箱まかせ 25%減肥 11. 5 2.5 1. 88 5. 03 95 

(NK301 60) 38%減肥 11. 7 2. 5 2. 01 3. 93 79 

慣行 12. 1 2. 5 2. 10 4.42 93 

（注） 1供試品種 ゆめあかり（中苗）

2百箱まかせ 慣行床土と被覆肥料を混和、育苗箱肥料は慣行の半量（N P205 K20=1. 25 1. 25 1. 25g／箱）

3慣行の本田施肥窒素 7+3kg/10a（幼穂形成期追肥）

表2生育、収量及び収量構成要素 （平成16～17年、農林総研藤坂）

幼穂、形成期
出穂、期 成熟期

成熟期 収量構成要素

区分 ｜減肥割合 ｜草丈 茎数 手早長 穂長 穂数 一穂籾数 11－？当り籾数 登熟歩合 千粒重 収量
(cm) （本／rrf) 

（月日） （月日）
(cm) (cm) （本／rrf) （粒） (X JOO松） （%） (g) (kg/a) 

苗箱まかせ 25%減肥 54. 5 488 8. 4 9. 16 72.4 18. 1 396 88 361 84. 7 22.4 67. 5 

(NK301 60) 38%減肥 54. 1 472 8. 3 9. 16 71. 3 17.9 377 82 330 86.9 22.4 63. 5 

慣行 53. 3 506 8. 3 9. 16 70.4 17. 5 416 82 354 84.0 22.3 65. 6 

表3検査等級・玄米タンパク含有率及び稲体分析結果 （平成16～17年、農林総研藤坂）

｜ 減肥割合 ｜ 検査
玄米 乾物重（g/ni) 稲体窒素含有率（%） 窒素吸収量（g／ぱ）

区分 タンハ.IJ 
形幼成穂期 穂揃期 成熟期 形幼成穂期 穂揃期 成熟期

幼穂
穂揃期 成熟期等級

（%） 形成期

苗箱まかせ 25%減肥 1下 7.5 179 668 1346 2.83 1. 17 0.83 4.9 7. 8 11. 2 

(NK301 60) 38%減肥 1中 7.4 177 701 1221 2.60 1. 16 0. 77 4. 5 8. 1 9. 5 

慣行 1下 7. 3 204 673 1280 2. 30 1. 17 0. 79 4.6 7.8 10.0 
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図1 減肥割合と下位節間長の関係（平成16～17年、農林総研藤坂）

減肥割合（%）

図2 減肥割合と収量比の関係（平成16～17年、農林総研藤坂）

表410a当たり肥料費（参考）

円

区 分
苗箱まかせ 慣行

25%減肥（715g／箱） 7+3kg/10a 

育苗肥料（化成肥料） 88 176 

本田基肥（化成肥料） 1,033 3,090 

本田基肥（百箱まかせ） 5,088 

本田追肥（硫安） 415 
メ口玉、 計 6,209 3,681 

（注） 1苗箱まかせ： NK301-60を使用

2苗箱まかせの育苗肥料は慣行の半量

3 10a当たり育苗箱35枚使用

4百箱まかせの本田基肥（化成肥料）はりん酸、カリを 3か年に1回投入
した場合の金額
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